
沖縄の新たな未来へ 薬学部設置

沖縄県は人口10万人あたりの薬剤師数が全国最下位で、県内の薬剤師不足も非常に深刻な状況にあり
ます。こうした中で、薬剤師不足を解消するためには、県内国公立大学への薬学部設置が求められています。
また、薬学部の設置は、単に薬剤師不足の解消のみならず、地域医療の向上、地域活性化の推進、新たな
産業の創出の可能性の拡大など、様々な効果をもたらすことが期待されます。
そこで、沖縄県では、将来の薬剤師需給や地域医療への影響も勘案し、関係機関との密接な連携の下、県
内国公立大学への薬学部設置を早期に実現するための取組を進めています。
本シンポジウムでは、県内国公立大学への薬学部設置に関する基本方針をお示しするとともに、薬学部の設
置が地域医療や住民の健康づくり、まちづくりにもたらす効果について、他地域の事例をご紹介します。
この機会を通じて、県民のみなさまにも薬学部設置の意義をご理解いただけましたら幸いです。

詳細・お申込み方法は裏面をご覧ください

14:00～17:00 開場13:30

主催： 沖縄県保健医療部衛生薬務課
後援：沖縄県薬剤師会・沖縄県医師会・沖縄県歯科医師会・沖縄県看護協会
お問い合わせ先（事務局）：株式会社おきぎん経済研究所（担当：新垣）

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
ＴＥＬ：098-869-8711 メール：oei-2@okinawa-bank.co.jp

会 場：沖縄県立博物館・美術館 講堂
（那覇市おもろまち3丁目1番1号／ゆいレール「おもろまち」駅から徒歩約10分）

参加費：無料
定 員：100名（先着順）



時間 内容 登壇者
14:00～14:05 開会あいさつ 沖縄県 保健医療部長 糸数 公

14:05～14:20
現状のご説明
沖縄県における薬剤師不足の現状と薬学部設置
の基本方針

沖縄県 保健医療部 衛生薬務課
主幹 津波 昭史

14:20～15:00
講演１
和歌山県立医科大学における薬学部設置・卒後
研修による地域医療への貢献

和歌山県立医科大学 薬学部長 太田 茂 氏

15:00～15:40
講演２
大学と地域の連携による「健康的に暮らせる持続
可能なまちづくり」：昭和薬科大学の取り組み事例

昭和薬科大学
薬学部 教授 地域連携センター長
吉永 真理 氏

15:40～15:50 休憩

15:50～16:50
パネルディスカッション
薬学部の設置が地域社会にもたらす効果

和歌山県立医科大学 薬学部長 太田 茂 氏
昭和薬科大学 薬学部 教授
地域連携センター長 吉永 真理 氏
沖縄県薬剤師会 会長 前濱 朋子 氏
沖縄県病院薬剤師会 会長 中村 克徳 氏
沖縄県 保健医療部長 糸数 公

16:50～17:00 閉会

ＷＥＢでのお申込み：https://questant.jp/q/okinawa-pharmacy
ＦＡＸでのお申込み：0９８－８６９－２２００
【ＦＡＸでお申込の方は、以下にご記入のうえ、送信してください】
ご所属：
お電話番号：
■個人情報の取り扱いについて
１．参加申込によりお預かりする個人情報は、本シンポジウムの事務局である株式会社おきぎん経済研究所の個人情報保護方針
（https://www.okigin-ei.co.jp/privacy.html）・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社の個人情報保護方針
（https://www.murc.jp/corporate/privacy/）に基づき、厳重に管理いたします（主催者である沖縄県にも共有いたします）。

２．お預かりした個人情報は、本シンポジウムの受付及び開催に関するご連絡にのみ使用し、その他の目的で使用することは一切ございません。

太田 茂 氏（和歌山県立医科大学 薬学部長）
東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了（薬学博士）。博士研究員としてスイス連邦工科大学で光化学反
応の研究に従事。その後、東京大学薬学部助手、東京大学医学部助教授、東京大学薬学部助教授、広島大学大
学院医歯薬保健学研究科教授を経て、現職。衛生薬学領域の中でも特に低分子化合物の生体内挙動や生体高
次機能に対する影響を検討している。

吉永 真理 氏（昭和薬科大学 薬学部 教授 地域連携センター長）
一橋大学社会学部卒業、東京大学大学院医学系研究科保健学専攻博士課程修了。2007年より現職。心理学や
コミュニケーションスキルの講義や臨床心理士（公認心理師）として学生相談を担当している。2020年より地域連携
センター長。地域の子どもや「子育ち」支援に関わる実践や研究を行い、町田市子ども子育て会議会長、世田谷区希
望丘青少年交流センター運営委員長、千葉市子どもの居場所アドバイザー等も担っている。

お名前：


